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ブリ落網の改良に関する研究（第４j報）

底層式附落網の模型実験
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１．緒言

原本は昭和28年春に三重県北牟婁那須賀利漁場で，翌29年夏に静岡県賀茂郡城東村北川漁

場で夫々同氏の考案設計による底層式附落網と称する網を敷設してその成績を試験している．

この網は第１図に示すように両溜式であるが，一方は普通の落網の箱網であり，一方は海底に

導いた嚢網である．実地の試験の結果では，この褒網にはクロウオ，クロハケなどの底棲魚族

はもちろん，ブリの乗網が目立ち，漁獲成績や網成りなどについても実際に知り得た事項があ

る．このような網の考案と実地試験は全国でも全く最初のものであって，将来水面下に敷設さ

れる定置網の研究や発達の上に示唆を与える事の多いものがあると思われたので，この網につ

いて模型実験を行い，網成りの変化，流水抵抗，土俵のずれなどについて実験資料を得て，次

への発展段階の基礎としたものである．

２．実験綱と装置

実験に供した模型網はその箱網の構造と資材を実物網のそれと若干異にしただけで，浮子，

土俵などの配置，数量は殆んど実物網通りとした．網の重要寸法ば第１図の平面図及び側面図

に示した通りで，漁場の水深は20尋である．網地,浮子,沈子針土俵,諸綱類の材料，配置につ

いてはここでは省略したが，第１表は実物網の浮力，固定力，沈降力の総計と内訳を示した．

模型網は田内博士の｢漁網における比較法則j（１）によって作製したがここでは模型網と実物網と

の関係諸量は省略した．実験は本学部に新設の実験水路の幅２米の大型対称式回流水槽(2)を使

用した．

３．実験結果

１）綱成り

網成りの観察は網がうける流向を（a)水流を箱網からうけるとぎ，（b)嚢網からうけるとき，

(c)沖側からうけるときの３つの場合について行った．第２図は流向別に各流速についての網

成りの変化を示したものであるが，どの場合でも運動場の網裾は浮上し易く，叉どの場合でも

箱網は嚢網よりも甚しく形状が崩れ易い従って箱網は乗網可能の限度が小さく且つ一度乗網

した魚群も逃逸させてしまうことが知られる．蕊網は何れの場合でも網成りが良好で乗網可能

の限度が大きい．



2２ 鹿児島大学水産学部紀要第５巻創基十周年記念号

臣 一

二二＝＝秘

、

Ｆｉｇ．１．Ｍａｉｎｓｃａｌｅａｎｄｖｉｅｗｏｆｔｒａｐｎｅｔｆｕｒｎｉshedwith

seabottombagnet．

Ｅａｂｌｅｌ・Detailsofbuoyancy，fixingandsinkingcapacity．

Ｎａｍｅ Dai-abalHasaki-dailOki-gawalOka-gawa

Buoyancy

１３．８toｎ

Bamboo

Glassball

Fixi駕珊rlSand･bagO

Ｓｉｎｋｉｎｇｐｏｗｅｒ
３．８３toｎ

Nets

Ropes
Sinker

Sand-bagline

2.0ｔoｎ

11.2

Manila

hempnets

0.996

2.0toｎ

11.2

3.13tｏｎ

1.66

23.62

3.35tｏｎ

1.65

18.99

ＷｉｒｅｒｏｐｅｌＭａｎｉｌａｒｏｐｅｌＬｅａｄｓｔｏｎ

0.866

0.732

0.101

0.958

0.172

２）流水抵抗と土俵のずれ

流向別に各流速に対する網地の流水抵抗の量と土俵のずれる流速の限界について測定したも

のを第３図に示した．図で見る通り，流れを箱網からうけた抵抗が嚢網からうけたものよりも

どの流速の場合でも少しづつ小さいことがわかる．これは箱網が嚢網よりも潮上にあって，し

かも箱網の変形の程度が大きいので抵抗が小さくなるためであろう．沖側から流れをうけた場

合は最初から流れを遮る網の前面が大きいのでその抵抗も大きい.然し流速による変形が甚し

いので１浬時以上になると変形も限界に達して抵抗も殆んど増加しないことが知られる．流速

が次第に速くなって1.6浬時に達すると，蕊網から流れをうけていた場合は25.9トンで，箱網
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からの場合は２３．５トンで土俵はずれる．沖側からの場

合は1.3浬時に達すると２４．１トンで土俵がずれる．抵

抗増加の状態をしらべてふると，どの流向の場合も殆

んど同じ傾向を示し，網のうける全抵抗をＲ（トン)，

流速をＶ(cｍ/sec）とすると，Ｒ＝ＫＶ"の〃の値は，

流向（a）の場合は１．９，（b）の場合1.8,（c）の場合は

1.25で（a)，（b)，（c)の順に変形の程度が大きくなる

ことが知られる．Ｋの値は夫々５．５，９．６，１４１とな

る．
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この実験結果から本網について構造上改良を必要と Ｖｃｍ/seｃ

すると思われた事項をとりあげると次の通りである．Fig.３．Astreamresistanceand
thedragginｇｏｆｓａｎｄｂａｇｓ、

１）浮力が大き過ぎた．

２）沈子の量が足りなかったので網裾が海底を離れ易かった．従って運動場には底網をつ

け，且つ網裾に底つなぎのような潮止め装置をつけて網裾の変形を防ぐこと．

３）流速が増してゆくと箱網は全く性能を失った．従って箱網の魚捕の隅に抵抗板のような

変形防止装置をつけること．

４）蕊網の長さをもつと長くして，網を持つとぎ余り力のかからぬようにすること．

本研究に際して模型の製作と実験測定に多大の協力を得た大久保勇磨君，抵抗測定にお手数

をわずらわした奈良迫助教授，原稿の御校閲を賜った田内博士に対して深甚の謝意を述べる．
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draggingdegreeofthesand-bag；etc・wereascertained．
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